
大
正
何
不
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月
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日
窮
弓
縄
開
催
拘
品
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悔
リ
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日
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主
ぜ

""-
i冊

叢

地
租
改
正
案
に
於
け
る
若
干
問
題

貨
幣
数
量
読
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つ
い
て
・
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・
・
・
・
・
丈
聞
き
博
士

-
法
畢
博
士
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百
品

商
人
の
漁
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家
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逸
お

2
2
N室
長
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号
r
の
理
論
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・

hw
尚
早
士

米
穀
取
引
所
の
統
一
・
・
・
・
・
・
・
・
純
一

2
4

都

格

低

郡

司
謂
「
経
漕
統
計
事
一
に
就
い
て
・
-
-
経
済
皐
士

我
闘
に
於
ゆ
り
る
家
賃
信
用
保
険
・
，

.fLZfI

英
国
詰
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
近
況
・
・
・
・

M
M
Z
Z

悌
蘭
両
の
地
方
財
政
・

-

-

-

-

a

総
務
皐
士

我
園
の
鍛
道
資
本
に
つ
い
て
・
・
・
'
経
湾
且
十
士

四
民
千
等
令
三
百
姓
一
撲
・
-
-
-
-
建
一
月
下
博
士

日

外

国

経

済

雑

誌
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論
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雑

品主

英
凶
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
Z

ト
の
近
品
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五
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O 

英
図
に
於
け
る
投
資

ト
-
フ
ス
ト
の
近
況

谷

藤

向i

は

し

が

き

千
亘
ヨ
ワ

2
4
-
'
p
ポ

.
3
2
j
a
i
h
-
-、
t
u
ヲロ
R
L
F
3
F
-
'
t〉

-
-
z
u

山

M
d
R
C
h
t
r
t
r
c
p『

CE--P

壬

w
f》
北
千

V
4
4
t
J
:

、f
i
l
d
み
ぺ

ば
、
英
国
の
詑
忽
市
場
は
、
昨
年
二
九
一
一
九
年
こ
筒
年
聞
を

補一
C
全
般
的
に
不
況
に
し
て
、
諸
々
の
有
慣
謹
券
の
市
慣
は

。
%
乃
至
=
一
O
%
崩
落
し
て
ゐ
る
。
共
の
結
果
、
有
情
誼
朱
い

針
す
る
買
人
気
は
著
し
く
減
殺
せ
ら
れ
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
普

遇
株
は
も
と
よ
り
、
共
の
優
先
株
及
び
枇
債
に
就
い
て
も
、

年
以
前
よ
り
も
民
入
を
鰭
賭
す
る
傾
向
が
市
場
に
明
瞭
に
現
は

れ
て
ゐ
る
。
然
る
に
同
誌
は
、
投
資
家
側
に
於
け
る
斯
く
の
如

き
態
度
は
、

一
感
官
を
得
た
る
も
の
な
る
か
の
如
く
に
見
ゆ
る

け
れ
ど
も
、
少
し
く
精
栴
に
検
討
す
れ
ば
、
本
易
に
共
の
然
ら

ざ
る
所
以
を
発
見
す
る
こ
と
を
得
る
で
あ
ら
-
フ
と
し
て
、
英
国

に
於
け
る
主
な
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
業
績
内
容
を
解
剖
し
批
判

し
て
、
以
て
共
の
杷
且
誌
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
明
か
に
し
、
投
資

定員kによれば純盆金の T¥iは役員賞典、 T2-oは積立金古は株主回日嘗に常でると
ある。従ヲて憶に間常が年一割としても一年約 r:8o"o園程の純症があった王車
である。 ~n ち 3.000円以内で以って経瞥費及び保険金・支携が鴛されてゐた計算
になる。
商業資料(明治二十ヒ年二月ト日強)。
設禦久「日本生命保険業良]70頁以下。粟津博士論l集第七巻347頁以下。
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ト
ラ
ス
ト
株
の
前
注
に
対
し
極
め
て
楽
観
的
な
あ
見
解
砂
一
持
し

て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

然
し
今
議
に
取
扱
は
ん
と
す
る
問
題
は
、
有
情
詮
匁
の
市
償

の
山
肌
溶
及
び
共
の
展
望
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
は
な
〈
て
、
同

誌
の
報
導
に
北
品
目
、
て
英
闘
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
回
収
近
如

何
な
る
欣
態
に
あ
る
や
を
考
察
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

自.
田・

投
資
ト
ラ
λ

ト
経
替
の
ニ
大
原
則

従
来
英
凶
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
二
大
阪
則
に
薬
品
川
』
て

経
管
せ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。
共
の
一
は
危
険
の
分
散
と
い

ふ
こ
と
、
印
ち
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
資
金
が
出
来
る
だ
け
危
険
分

散
の
程
度
を
大
な
ら
し
打
る
が
如
く
投
下
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
甲
)

主
で
あ
る
。
而
し
て
か
、
る
目
的
ぞ
達
す
る
民
に

(
イ
)

北
口
、
合
の
一
一
九
乃
至
二
%
よ
り
多
く
吾
、

一
種
の
謹
赤

叉
は
企
業
に
投
下
せ
ざ
る
こ
と

(

口

)

資
金
の
五
O
%
守
公
民
間
、
枇
債
に
投
下
し
、
残
徐
ぞ

優
先
株
、
普
通
株
に
通
営
な
る
割
合
で
投
下
す
る
こ

と
雑

録

英
固
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
近
況

(

ハ

)

手
持
譜
岨
匁
ぞ
商
工
業
の
稀
別
に
感
じ
叉
地
域
的
に
分

散
す
る
こ
と

等
の
方
法
が
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

L
。
而
し
て
斯
く
の
如
き

料
率
的
な
る
危
険
分
散
の
方
法
は
、
謹
券
市
場
に
於
け
る
周
期

的
な
る
受
動
に
針
し
、

一
種
の
保
険
作
用
ぞ
資
ら
す
に
至
っ
た

の
で
あ
る
。

共
の
二
は
準
備
金
の
積
立
と
い
ふ
ニ
ム
¥
即
ち
英
闘
に
於
け

る
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
共
の
牧
谷
の
全
部
を
配
営
せ
が
に
、
北
(
の

相
営
大
な
ゐ
部
分
争
割
い
て
準
備
金
に
充
て
る
と
い
ふ
『
]
と
で

あ
る
。
加
之
、
手
持
遊
券
の
責
放
ち
等
に
よ
っ
て
獲
得
し
七
る

利
盆
は
、
こ
れ
そ
配
山
口
同
す
る
こ
と
な
く
再
投
資
す
る
の
で
あ
る
。

斯
く
の
如
く
、
英
闘
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
保
守
的
な

原
則
に
従
っ
て
、
情
蒙
に
粧
品
百
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
其
の

内
線
の
極
め
て
堅
賞
な
る
こ
と
、
基
礎
の
型
車
問
な
る
こ
と
ぞ
物

語
れ
る
に
他
な
ら
ね
の
で
あ
る
。
此
の
故
に
こ
そ
、
咋
年
に
於

け
る
詮
深
市
債
の
全
般
的
な
る
値
下
り
に
も
拘
ら
示
、
共
の
業

結
の
上
に
、
さ
ほ
ど
大
な
る
影
響
ぞ
受
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
十
巻

第
五
披
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一
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(本誌第二十九巻第三披)参照。
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来量

鎌

英
圃
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
近
批

一-一
一
九
二
五
年
目
前
じ
設
立
せ
ら
れ
し

投
資
ト
ラ
ス
ト

前
惑
の
如
く
、
英
国
の
投
資
ト
ヨ
ス
ト
は
堅
寅
に
経
替
せ
ム

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
設
立
以
後
、
長
き
歴
史
を
有
す

る
も
の
、
基
礎
は
極
め
て
室
問
で
あ
る
。
ニ
れ
は
全
く
、
川
永

年
の
問
共
の
収
盆
の
一
部
の
み
ぞ
配
営
と
し
て
外
部
に
支
出
せ

し
こ
と
、
及
び

ωE額
じ
上
れ
る
準
備
金
は
之
を
暫
く
措
く
も
.

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
そ
れ
以
外
に
其
の
手
持
謹
朱
の
時
債
を
過
少

に
評
償
す
る
、
}
と
に
よ
っ
て
、

一
種
の
秘
密
積
立
金
を
保
利
し

て
ゐ
る
と
い
ふ
司
】
と
の
こ
の
事
貨
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
基
礎
の
確
寅
な
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
に
於
て
、
今
次
の
設

家
市
債
の
一
般
的
崩
落
に
よ
っ
て
蒙
り
し
影
響
が
、
槌
め
て
微

弱
な
り
と
考
ふ
る
は
敢
て
設
で
は
あ
る
ま
い
。
即
ち
事
賞
呂
2a

『D
切れ】

-E口、『
2
2
(
一
ヘ
九
九
年
設
立
)
及
び
〉
『
ロ
弓
田
口
門
-
Z
S
}、

阿
国
〈

g
g
g門
(
一
八
八
七
年
設
立
)
の
如
き
は
、

震
特
俸
の
値
下
り

に
も
拘
ら
歩
、
向
よ
く
一
九
一
一
九
年
に
於
て
増
配
す
る
こ
と
を

得
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
遁
の
諸
鮪
ぞ
考
慮
す
れ
ば
、
決

第
三
十
巻

ノk

g~ 

第
五
被

じ
て
不
営
な
り
と
断
中
る
や
得
な
い
で
あ
ら
‘
フ
。

一
九
二
五
年
以
後
に
設
立
せ
ら
れ
し

回
投
資
ト
ラ
ス
ト

斯
く
の
如
く
、
設
立
以
後
、
長
き
年
月
を
経
過
せ
る
投
資
ト

ラ
ス
ト
は
共
の
基
礎
の
極
め
て
堅
買
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
新

設
投
資
ト
ラ
ス
ト
、
印
ち
過
去
四
年
の
間
に
急
仁
設
立
せ
ら
れ

し
も
の
は
、
古
き
も
の
に
比
し
共
の
ぽ
質
性
に
於
て
遜
色
あ
る

は
、
己
む
を
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
新
設
ト
ラ
ス
ト

が
昨
年
に
於
け
る
謹
券
市
債
の
崩
落
の
結
果
驚
ら
さ
れ
た
る
手

持
謹
務
の
値
下
り
じ
よ
っ
て
、
よ
り
深
刻
な
る
影
響
を
受
け
し

ニ
と
は
否
認
し
得
ざ
る
事
賞
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
よ
り
二
七

年
に
至
る
三
箇
年
間
に
設
立
せ
ら
れ
し
も
の
は
、

msrro-分号、

同ロ耳目
H
E巾
口
同
(
一
九
二
五
年

yo-a向
。
垣
∞
s
n
r
r
D】色町「帥(一九一一

七
年
)
の
如
き
、
命
共
の
投
資
に
就
い
て
何
程
か
の
利
益
を
禦
ぐ

る
を
得
べ
し
と
雌
も
、

一
九
二
八
年
及
び
二
九
年
の
聞
に
設
立

せ
ら
れ
し
も
の
は
、
同
ロ
包
田
r
g乙
Z
O唱
吋

2
r
(
一
九
二
八
年
)

『

b
ロ
LOロ
田
口
L
m
g
F円
}
)
ι
o
(
一
九
二
八
年
〉
の
如
-
昔
、
恐
ら
く
市



債
の
最
も
高
品
目
、
時
期
に
貫
入
を
な
せ
る
が
故
に
現
在
に
於
て
少

な
か
ら
ざ
る
掛
害
を
蒙
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
新
設
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
今
次
の
謹
券
の
一
般

的
値
下
り
の
震
に
、
大
な
る
苦
側
聞
を
味
ひ
、
共
の
業
績
も
徐
り

芳
し
か
ら
ざ
る
も
、
新
設
投
資
ト
ラ
ス
ト
も
古
き
も
の
と
同
様

に
、
其
の
経
皆
上
投
資
の
原
則
ぞ
忠
貨
に
進
守
し
、
軍
に
利
息

の
多
寡
に
就
い
て
の
み
な
ら
す
、
資
産
欣
態
に
就
い
て
も
前
述

の
如
品
。
諸
止
の
注
意
が
よ
く
排
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
新
設
投

本
且
ト
ヨ
ス
ト
の
前
途
に
輝
か
し
き
光
明
ぞ
認
め
し
む
る
も
の
と

い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
新
設
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
亘
額
の
準

備
金
を
擁
し
、
型
車
問
な
る
地
盤
を
形
成
し
、
以
て
古
き
も
の
と

同
程
度
の
業
績
や
皐
け
得
る
は
、
軍
な
る
時
日
の
問
題
な
め
と

い
ふ
も
敢
て
不
蛍
な
る
見
解
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

五

徐

一三一口

以
上
誠
一
べ
た
る
と
こ
ろ
仁
よ
っ
て
見
る
に
、
設
立
以
後
長
き

歴
史
を
有
し
、
経
債
の
巧
妙
に
し
て
基
礎
の
室
岡
な
る
投
資
ト

ラ
ス
ト
に
於
て
は
、
仮
令
、
澄
券
市
揚
の
不
況
の
朕
態
が
い
ま

雑

銭

英
闘
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
近
況

暫
く
継
続
す
る
も
、
共
の
業
績
の
上
に
大
な
る
影
響
冶
受
く
る

こ
と
な
か
る
べ
し
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
若
し
誼
務
市
債
崩
落

の
勢
が
今
後
夏
に
長
期
間
に
亘
っ
て
持
観
す
る
も
の
と
せ
ば
、

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
一
般
的
に
遂
に
何
程
か
の
影
響
を
受
く
る
に

至
る
べ
き
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
卸
ち
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
恐
ら

く
共
の
利
径
の
大
な
る
部
分
伝
割
い
て
、
手
持
話
器
の
値
下
り

に
感
A
T
ゐ
震
に
巨
額
の
準
備
ぞ
な
す
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
共
の

結
果
は
必
然
的
に
古
す
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
増
配
争
妨
け
、
新
設

投
資
ト
ラ
ス
ト
の
減
配
金
促
す
べ
品
川
原
因
L
し
な
る
で
あ
ら
う
。

幸
に
し
て
龍
器
市
場
の
扶
況
が
近
4
0
将
来
に
好
帥
押
し
、
市
僚
が

回
復
し
始
む
れ
ば
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
其
の
利
径
の
大
部
分
を

準
備
に
充
営
す
る
の
要
は
な
く
な
り
、
従
っ
て
共
の
業
績
の
上

に
好
影
響
を
賓
ら
す
べ
き
も
の
と
思
惟
せ
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
現
時
の
如
き
不
況
の
際
に
倫

よ
く
相
営
の
業
績
令
嗣
軍
司
ぐ
る
こ
と
そ
得
る
は
、
一
に
投
資
ト
ヨ

ス
ト
の
経
替
が
、
前
惑
の
如
く
二
大
原
則
に
基
い
て
憤
震
に
行

は
れ
る
結
果
、
其
の
資
産
の
内
容
が
鐙
品
悼
の
値
下
り
に
封
し
、

保
険
作
用
を
最
も
趨
確
に
替
む
が
如
く
構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ

と
、
及
び
過
去
に
於
て
保
守
的
な
る
配
首
方
針
に
よ
っ
て
五
額

の
準
備
金
が
積
立
て
ら
れ
て
ゐ
る
ニ
と
に
基
け
る
に
他
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

第
三
十
巻

ん
一
一
一
証

第
五
時
抗
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